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　　2011年３月11日、東日本大震災が発災し、石巻市開成地区と隣接する
南境地区に仮設住宅が建設されました（東日本大震災被災地最大の1,880
戸）。同年８月に、開成仮設住宅の敷地内にグループホーム型の建物が建
設され、その後、石巻市からCLCが受託を受けて2011年12月27日に「石
巻・開成のより処　あがらいん」の運営がスタートしました。
　石巻市内で被災者支援活動を行っていたことがきっかけで受託すること
となりましたが、その背景には、CLCが仙台市内で緊急時に生活の場の提供
と必要な課題に対応する「国見・千代田のより処　ひなたぼっこ」の経験
を活かした運営を、という理由もありました。
　「ひなたぼっこ」の活動は、緊急で自宅で暮らせなくなった人、たとえば
自宅が火災に遭って焼け出されたという人、朝起きたら二人暮らしの父親
が亡くなって取り残されていた知的障害の人など、さまざまな人に利用し
ていただき、「ひなたぼっこ」でふたたび地域で暮らせるように生活を立て
直して地域に帰っていく、という実践です。石巻市でも、「本人の望む暮ら
しに戻っていく」ことを前提としたグループホーム型の仮設住宅を運営す
ることで、石巻市とその基本方針をたいせつに、活動を続けてきました。
　たとえば、身辺自立のできているひとり暮らしの高齢の方が、生活に少
し不安があるからと、グループホーム型の仮設住宅に暮らすと、そこに職
員がいることでの安心感が生まれるでしょう。ですが、何年後かに仮設住
宅がなくなったときに移り住むことを考えると、その人は支援者がいるとこ
ろでなければ住めなくなってしまう、結果、特養の待機者になってしまうの
ではないか、と考えたのです。そうならないようにするために、困ったとき
には泊まれたり、必要な支援はするけれど、できるだけふだんは地域で暮
らすことを目指してきました。
　開成仮設住宅の閉鎖が決まり、2018年３月31日、「あがらいん」は７年
余の活動を終えました。皆さまからのご支援のもと、「あがらいん」の活動
を続けてこられたことを感謝するとともに、活動の報告をさせていただき
ます。
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「
あ
が
ら
い
ん
」
は
、
制
度
外
福
祉
住
宅

と
し
て
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。
被
災
3
県

に
供
給
さ
れ
た
福
祉
仮
設
住
宅
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
型
仮
設
）
の
う
ち
、
「
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
は
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
障
害
者
ケ
ア
ホ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
は
障
害
者
自
立
支

援
法
（
障
害
者
総
合
支
援
法
）
に
基
づ
い
て

運
営
を
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ら

か
ら
除
い
た
も
の
を
制
度
外
福
祉
住
宅
と
し

て
い
ま
す
。
「
制
度
の
対
象
者
で
は
な
い
、

援
護
や
支
援
が
必
要
な
被
災
者
を
対
象
に
、

住
居
と
生
活
の
支
援
を
行
う
も
の
」
と
定
義

を
し
て
い
ま
す
。

　
石
巻
市
と
の
業
務
委
託
契
約
書
で
は
、
福

祉
仮
設
住
宅
あ
が
ら
い
ん
の
業
務
を
「
通
常

の
仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
困
難
で
現
行
法
で

の
サ
ー
ビ
ス
対
応
が
で
き
な
い
被
災
者
の
た

め
、
ま
た
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
要
援
護
者
向
け
の
福
祉
仮
設
住

宅
を
管
理
運
営
す
る
」
「
付
随
的
事
業
：
配

食
・
サ
ロ
ン
事
業
の
展
開
」
「
備
考
：
本
件

運
営
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
営
内
容
等
に
つ
い

て
、
本
市
（
石
巻
市
）
と
適
宜
、
協
議
調
整

を
図
る
こ
と
と
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

「
あ
が
ら
い
ん
」
の
事
業
は
、
「
緊
急
一
時

生
活
支
援
」
と
「
地
域
に
関
わ
る
事
業
」
と

い
う
２
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
（
図
表
1
）

　
緊
急
一
時
生
活
支
援
は
、
一
時
宿
泊
を
伴

う
支
援
の
ほ
か
、
通
い
の
利
用
、
居
場
所
と

し
て
の
機
能
、
見
守
り
支
援
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

立
病
院
な
ど
の
各
支
援
機
関
の
ほ
か
、
本
人

や
家
族
か
ら
、
「
あ
が
ら
い
ん
」
ま
た
は
市

役
所
の
福
祉
総
務
課
に
宿
泊
の
利
用
相
談
が

入
り
ま
す
。
石
巻
市
福
祉
総
務
課
で
聞
き
取

り
を
行
い
、
現
行
制
度
で
対
応
が
で
き
る
も

の
は
制
度
で
対
応
し
て
も
ら
い
、
宿
泊
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
「
あ
が
ら
い
ん
」

の
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
宿
泊
利
用
に
か
か
る
相
談
件
数
は
99
件
あ

り
、
う
ち
60
件
が
宿
泊
を
伴
う
支
援
と
な

り
、
39
件
は
現
行
の
制
度
サ
ー
ビ
ス
等
で
対

応
し
ま
し
た
。
特
徴
的
な
の

は
、
D
V
シ
ェ
ル
タ
ー
は
相

談
件
数
11
件
の
う
ち
９
割
に

あ
た
る
10
件
が
、
宿
泊
を
伴

う
支
援
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
つ
の
分
類
に
属
さ

な
い
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
等
の
制
度

サ
ー
ビ
ス
で
対
応
し
、
宿
泊

を
伴
う
支
援
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
（
図
表
2
）

　
相
談
内
容
は
、
罹
災
や
高

齢
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

ほ
か
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
課
題

を
持
っ
た
人
の
宿
泊
を
伴
う

支
援
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
40
歳
未
満

の
若
年
層
は
、
現
行
法
で
の

対
応
が
ほ
と
ん
ど
で
、
宿
泊

を
伴
う
支
援
に
は
あ
ま
り
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
宿
泊
を
伴
う
支
援
を
受
け
た
人
の
う
ち
の

約
７
割
の
方
が
、
元
の
住
ま
い
、
新
た
な
住

ま
い
を
含
め
、
在
宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
（
図
表
３
）

　
地
域
に
関
わ
る
事
業
は
、
「
『
食
』
を
切

り
口
に
し
た
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
「
地

域
の
声
に
合
わ
せ
た
場
所
、
空
間
の
活
用
」

「
住
民
×
住
民
、
住
民
×
支
援
者
の
出
会

い
、
つ
な
が
り
の
場
」
と
い
う
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

　
「
『
食
』
を
切
り
口
に
し
た
地
域
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
は
、
仮
設
住
宅
の
住
民
や
地
域

住
民
の
出
会
う
場
、
つ
な
が
る
場
の
ひ
と
つ

と
し
て
地
域
食
堂
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
か
ら
の
べ
3
6
1
回
、
8
、

0
0
9
人
の
方
に
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
仮
設
住
民
、
元
仮
設
住
民
、
支
援
者
、

N
P
O
、
周
辺
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
っ
た
多
様
な
人
た
ち
が
、
こ
こ
で
テ
ー
ブ

ル
を
囲
み
、
食
事
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
堂
に
出
て
来
づ
ら
い
方
に
は
こ
ち
ら
か

ら
出
向
い
て
い
こ
う
と
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

総
菜
の
移
動
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
総
菜
の

販
売
だ
け
で
な
く
居
場

所
に
な
る
よ
う
に
と
考

え
、
お
茶
飲
み
が
で
き

る
場
所
を
つ
く
る
な

ど
、
居
場
所
の
機
能
も

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

（
図
表
4
）

　
「
地
域
の
声
に
合
わ

せ
た
場
所
、
空
間
の
活

用
」
は
、
定
期
サ
ロ
ン

や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

実
施
し
、
「
あ
が
ら
い

ん
」
の
宿
泊
利
用
者
、

地
域
住
民
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
方
が
交
流
を
し

た
り
つ
ど
っ
た
り
し
て

過
ご
す
場
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
他
団
体
に
場
所
を

使
っ
て
も
ら
い
、
共
催

す
る
サ
ロ
ン
・
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
（
図
表
5
、
6
）

　
「
住
民
×
住
民
、
住
民
×
支
援
者
の
出
会

い
、
つ
な
が
り
の
場
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

出
会
い
、
つ
な
が
り
の
場
を
つ
く
る
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
共
有
し
て
い
く
場

が
で
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
仮
設
住
宅
の

支
え
合
い
を
共
有
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
た
り
、
地
域
に
入
っ
て
い
る
支
援
者

も
一
緒
に
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
あ

が
ら
い
ん
の
活
動
が
新
た
な
展
開
を
生
ん

で
き
ま
し
た
。

　
あ
が
ら
い
ん
と
地
域
の
接
点
に
は
、
非
常

に
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
い

ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
・
カ
テ
ゴ
リ
に
か
か
わ
る

な
か
で
、
宿
泊
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
仮

設
住
宅
の
住
民
、
い
ろ
い
ろ
な
関
係
団
体
と

出
会
い
、
ま
じ
わ
る
こ
と
で
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

仮設住宅の支えあいを共有するワークショップ

あがらいん事業の２つの柱

宿泊利用にかかる相談件数

緊急一時生活支援

支
え
合
い

地域に関わる事業
・一時宿泊利用 ・「食」を切り口にした

　　　地域へのアプローチ

・地域の声に合わせた
　　　　場所、空間の活用

・住民×住民、住民×支援者
　　の出会い、つながりの場

・通い利用、居場所

・見守り支援、アウトリーチ

　（既存施設の分類に属さない）
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「
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、
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度
外
福
祉
住
宅

と
し
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運
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し
て
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ま
し
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。
被
災
3
県
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供
給
さ
れ
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福
祉
仮
設
住
宅
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
型
仮
設
）
の
う
ち
、
「
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
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プ
ホ
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ム
」
は
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
障
害
者
ケ
ア
ホ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
は
障
害
者
自
立
支

援
法
（
障
害
者
総
合
支
援
法
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に
基
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い
て

運
営
を
さ
れ
て
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る
も
の
で
す
が
、
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ら

か
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除
い
た
も
の
を
制
度
外
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住
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と
し
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す
。
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制
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援
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支
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に
、

住
居
と
生
活
の
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ま
す
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市
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の
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務
委
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契
約
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で
は
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福

祉
仮
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住
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が
ら
い
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の
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を
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通
常

の
仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
困
難
で
現
行
法
で

の
サ
ー
ビ
ス
対
応
が
で
き
な
い
被
災
者
の
た

め
、
ま
た
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
要
援
護
者
向
け
の
福
祉
仮
設
住

宅
を
管
理
運
営
す
る
」
「
付
随
的
事
業
：
配

食
・
サ
ロ
ン
事
業
の
展
開
」
「
備
考
：
本
件

運
営
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
営
内
容
等
に
つ
い

て
、
本
市
（
石
巻
市
）
と
適
宜
、
協
議
調
整

を
図
る
こ
と
と
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
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「
あ
が
ら
い
ん
」
の
事
業
は
、
「
緊
急
一
時

生
活
支
援
」
と
「
地
域
に
関
わ
る
事
業
」
と

い
う
２
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
（
図
表
1
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緊
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一
時
生
活
支
援
は
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一
時
宿
泊
を
伴

う
支
援
の
ほ
か
、
通
い
の
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用
、
居
場
所
と

し
て
の
機
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、
見
守
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支
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、
ア
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ト
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チ
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を
実
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い
ま
す
。
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用
に
あ

た
っ
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、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

立
病
院
な
ど
の
各
支
援
機
関
の
ほ
か
、
本
人

や
家
族
か
ら
、
「
あ
が
ら
い
ん
」
ま
た
は
市

役
所
の
福
祉
総
務
課
に
宿
泊
の
利
用
相
談
が

入
り
ま
す
。
石
巻
市
福
祉
総
務
課
で
聞
き
取

り
を
行
い
、
現
行
制
度
で
対
応
が
で
き
る
も

の
は
制
度
で
対
応
し
て
も
ら
い
、
宿
泊
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
「
あ
が
ら
い
ん
」

の
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
宿
泊
利
用
に
か
か
る
相
談
件
数
は
99
件
あ

り
、
う
ち
60
件
が
宿
泊
を
伴
う
支
援
と
な

り
、
39
件
は
現
行
の
制
度
サ
ー
ビ
ス
等
で
対

応
し
ま
し
た
。
特
徴
的
な
の

は
、
D
V
シ
ェ
ル
タ
ー
は
相

談
件
数
11
件
の
う
ち
９
割
に

あ
た
る
10
件
が
、
宿
泊
を
伴

う
支
援
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
つ
の
分
類
に
属
さ

な
い
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
等
の
制
度

サ
ー
ビ
ス
で
対
応
し
、
宿
泊

を
伴
う
支
援
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
（
図
表
2
）

　
相
談
内
容
は
、
罹
災
や
高

齢
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

ほ
か
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
課
題

を
持
っ
た
人
の
宿
泊
を
伴
う

支
援
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
40
歳
未
満

の
若
年
層
は
、
現
行
法
で
の

対
応
が
ほ
と
ん
ど
で
、
宿
泊

を
伴
う
支
援
に
は
あ
ま
り
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
宿
泊
を
伴
う
支
援
を
受
け
た
人
の
う
ち
の

約
７
割
の
方
が
、
元
の
住
ま
い
、
新
た
な
住

ま
い
を
含
め
、
在
宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
（
図
表
３
）

　
地
域
に
関
わ
る
事
業
は
、
「
『
食
』
を
切

り
口
に
し
た
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
「
地

域
の
声
に
合
わ
せ
た
場
所
、
空
間
の
活
用
」

「
住
民
×
住
民
、
住
民
×
支
援
者
の
出
会

い
、
つ
な
が
り
の
場
」
と
い
う
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

　
「
『
食
』
を
切
り
口
に
し
た
地
域
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
は
、
仮
設
住
宅
の
住
民
や
地
域

住
民
の
出
会
う
場
、
つ
な
が
る
場
の
ひ
と
つ

と
し
て
地
域
食
堂
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
か
ら
の
べ
3
6
1
回
、
8
、

0
0
9
人
の
方
に
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
仮
設
住
民
、
元
仮
設
住
民
、
支
援
者
、

N
P
O
、
周
辺
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
っ
た
多
様
な
人
た
ち
が
、
こ
こ
で
テ
ー
ブ

ル
を
囲
み
、
食
事
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
堂
に
出
て
来
づ
ら
い
方
に
は
こ
ち
ら
か

ら
出
向
い
て
い
こ
う
と
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

総
菜
の
移
動
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
総
菜
の

販
売
だ
け
で
な
く
居
場

所
に
な
る
よ
う
に
と
考

え
、
お
茶
飲
み
が
で
き

る
場
所
を
つ
く
る
な

ど
、
居
場
所
の
機
能
も

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

（
図
表
4
）

　
「
地
域
の
声
に
合
わ

せ
た
場
所
、
空
間
の
活

用
」
は
、
定
期
サ
ロ
ン

や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

実
施
し
、
「
あ
が
ら
い

ん
」
の
宿
泊
利
用
者
、

地
域
住
民
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
方
が
交
流
を
し

た
り
つ
ど
っ
た
り
し
て

過
ご
す
場
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
他
団
体
に
場
所
を

使
っ
て
も
ら
い
、
共
催

す
る
サ
ロ
ン
・
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
（
図
表
5
、
6
）

　
「
住
民
×
住
民
、
住
民
×
支
援
者
の
出
会

い
、
つ
な
が
り
の
場
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

出
会
い
、
つ
な
が
り
の
場
を
つ
く
る
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
共
有
し
て
い
く
場

が
で
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
仮
設
住
宅
の

支
え
合
い
を
共
有
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
た
り
、
地
域
に
入
っ
て
い
る
支
援
者

も
一
緒
に
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
あ

が
ら
い
ん
の
活
動
が
新
た
な
展
開
を
生
ん

で
き
ま
し
た
。

　
あ
が
ら
い
ん
と
地
域
の
接
点
に
は
、
非
常

に
多
く
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
い

ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
・
カ
テ
ゴ
リ
に
か
か
わ
る

な
か
で
、
宿
泊
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
仮

設
住
宅
の
住
民
、
い
ろ
い
ろ
な
関
係
団
体
と

出
会
い
、
ま
じ
わ
る
こ
と
で
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

仮設住宅の支えあいを共有するワークショップ

あがらいん事業の２つの柱

宿泊利用にかかる相談件数

緊急一時生活支援

支
え
合
い

地域に関わる事業
・一時宿泊利用 ・「食」を切り口にした

　　　地域へのアプローチ

・地域の声に合わせた
　　　　場所、空間の活用

・住民×住民、住民×支援者
　　の出会い、つながりの場

・通い利用、居場所

・見守り支援、アウトリーチ

　（既存施設の分類に属さない）

11.1%6.1%

21.2%

16.2%
14.1%

31.3%

Ⅰ.DVシェルター

Ⅱ.医療から生活場所へのつなぎ

Ⅲ.施設利用困難による生活場所

Ⅳ.在宅生活（介護）継続の支援
　　/家族へのレスパイト

Ⅴ.仮設生活困難による一時避難

Ⅵ.その他

Ⅰ.DVシェルター

Ⅱ.医療から生活場所へのつなぎ

Ⅲ.施設利用困難による生活場所

Ⅴ.仮設生活困難による一時避難

Ⅵ.その他
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7
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0

60
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99計
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在宅（元の住まい）　在宅（新たな住まい）　施設入所　入院　その他

宿泊利用終了後の居所

45%

24%

18%

10%
3%

在宅（元の住まい）

在宅（新たな住まい）

施設入所

入院

その他
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6

2

60
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計

「食」を切り口にした地域へのアプローチ
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緊急一時生活支援から地域生活に戻る支援へ

本人の暮らしたい暮らしに戻る

地域に関わる事業で気になる人の暮らしを考える

　
「
あ
が
ら
い
ん
」
は
、
制
度
外
福
祉
住
宅

と
し
て
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。
被
災
3
県

に
供
給
さ
れ
た
福
祉
仮
設
住
宅
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
型
仮
設
）
の
う
ち
、
「
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
は
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
障
害
者
ケ
ア
ホ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
は
障
害
者
自
立
支

援
法
（
障
害
者
総
合
支
援
法
）
に
基
づ
い
て

運
営
を
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ら

か
ら
除
い
た
も
の
を
制
度
外
福
祉
住
宅
と
し

て
い
ま
す
。
「
制
度
の
対
象
者
で
は
な
い
、

援
護
や
支
援
が
必
要
な
被
災
者
を
対
象
に
、

住
居
と
生
活
の
支
援
を
行
う
も
の
」
と
定
義

を
し
て
い
ま
す
。

　
石
巻
市
と
の
業
務
委
託
契
約
書
で
は
、
福

祉
仮
設
住
宅
あ
が
ら
い
ん
の
業
務
を
「
通
常

の
仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
困
難
で
現
行
法
で

の
サ
ー
ビ
ス
対
応
が
で
き
な
い
被
災
者
の
た

め
、
ま
た
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
要
援
護
者
向
け
の
福
祉
仮
設
住

宅
を
管
理
運
営
す
る
」
「
付
随
的
事
業
：
配

食
・
サ
ロ
ン
事
業
の
展
開
」
「
備
考
：
本
件

運
営
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
営
内
容
等
に
つ
い

て
、
本
市
と
適
宜
、
協
議
調
整
を
図
る
こ
と

と
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

「
あ
が
ら
い
ん
」
の
事
業
は
、
「
緊
急
一
時

生
活
支
援
」
と
「
地
域
に
関
わ
る
事
業
」
と

い
う
２
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
（
図
表
２
）

　
緊
急
一
時
生
活
支
援
は
、
一
時
宿
泊
を
伴

う
支
援
の
ほ
か
、
通
い
の
利
用
、
居
場
所
と

し
て
の
機
能
、
見
守
り
支
援
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市

立
病
院
な
ど
の
各
支
援
機
関
、
本
人
や
家
族

か
ら
、
「
あ
が
ら
い
ん
」
ま
た
は
市
役
所
の

福
祉
総
務
課
に
宿
泊
の
利
用
相
談
が
入
り
ま

す
。
石
巻
市
福
祉
総
務
課
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
、
現
行
制
度
で
対
応
が
で
き
る
相

談
は
対
応
し
て
も
ら
い
、
宿
泊
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
と
き
は
「
あ
が
ら
い
ん
」
の
利
用

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
宿
泊
利
用
に
係
る
相
談
件
数
は
99
件
あ

り
、
う
ち
60
件
が
宿
泊
を
伴
う
支
援
と
な

り
、
39
件
は
現
行
の
制
度
サ
ー
ビ
ス
等
で
対

応
し
ま
し
た
。
特
徴
的
な
の

は
、
D
V
シ
ェ
ル
タ
ー
は
相

談
件
数
11
件
の
う
ち
９
割
に

あ
た
る
10
件
が
、
宿
泊
を
伴

う
支
援
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
つ
の
分
類
に
属
さ

な
い
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
等
、
制
度

サ
ー
ビ
ス
で
の
対
応
し
、
宿

泊
を
伴
う
支
援
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
（
図
表
３
）

　
相
談
内
容
は
、
罹
災
や
高

齢
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

ほ
か
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
課
題

を
持
っ
た
人
の
宿
泊
を
伴
う

支
援
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
40
歳
未
満

の
若
年
層
は
、
現
行
法
で
の

対
応
が
ほ
と
ん
ど
で
、
宿
泊

を
伴
う
支
援
に
は
あ
ま
り
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
宿
泊
を
伴
う
支
援
を
受
け
た
人
の
う
ち
の

約
７
割
の
方
が
、
元
の
住
ま
い
、
新
た
な
住

ま
い
を
含
め
、
在
宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
（
図
表
４
）

　
地
域
に
関
わ
る
事
業
は
、
「
『
食
』
を
切

り
口
に
し
た
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
「
地

域
の
声
に
合
わ
せ
た
場
所
、
空
間
の
活
用
」

「
住
民
×
住
民
、
住
民
×
支
援
者
の
出
会

　
「
あ
が
ら
い
ん
」
の
利
用
者
に
は
、
こ
こ

で
暮
ら
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
人

の
暮
ら
し
の
願
い
を
叶
え
る
こ
と
に
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。
一
時
宿
泊
を
伴
う
利
用
と

は
、
長
期
利
用
に
移
行
す
る
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
安
心
し
て
地
域
で
も
う
一
度
暮
ら

す
た
め
に
必
要
な
支
援
と
考
え
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
「
あ
が
ら
い
ん
」
を
退
去
し
た
ら

そ
こ
で
関
係
が
切
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
地

域
に
関
わ
る
事
業
」
に
来
て
も
ら
う
こ
と

で
、
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
制
度
に
乗
せ
る
の
で
は
な

く
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
継
続
し
て
い
く
た

め
の
支
援
を
心
が
け
、
「
あ
が
ら
い
ん
」
の
職

員
だ
け
で
で
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
出

入
り
を
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
地
域
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と

　75歳の女性Aさんとのかかわりは、DVシェルターとしての活用が始まりでした。DV被害によ
る一時避難、生活力の回復、家族へのレスパイトを目的に、215日の利用がありました。最初の
宿泊利用を開始したときは、抑うつ状態で非常に心身膠着をしていました。これからまた新たに
自分で暮らすために家事などの生活力を取り戻すことを目標に、生活リズムや体調を整えなが
ら、食事づくり、掃除、洗濯など、「あがらいん」の中の業務をお手伝いいただきました。また、A
さんの場合は、ほかの利用者や食堂などに来る住民との交流も大きな効果がありました。
　仮設住宅での暮らしをスタートされましたが、「あがらいん」に通いながら、またはボランティアをしながら地域の中で生活をし
ておられました。
　しかし、その後しばらくしてから病気が発覚し、精神的に落ち込む日が多く、健康不安もありました。入院前後の精神的な不安
定を支えるために一時生活支援を利用、結果として計４回、237日利用されました。
　現在はまた自宅に戻り、仮設住宅での暮らしを継続されています。「あがらいん」にボランティアに通ってきてくれたり、姿が見
られないことが続くときはスタッフが電話をして体調などを聞いたりしながら、復興住宅への入居のための準備をされています。

　62歳の男性Bさんは、片下肢切断により車イス利用をしています。利用開始時よりアルコー
ルについての課題があり、1,054日の利用となっています。
　仮設住宅は車イス対応ではないため、退院後、次の生活場所を考え、確保し、転居するまで
の一時的な居場所として利用を開始されました。

　宿泊利用の開始当初は、下肢切断という現実と向き合っていただきつつ、その後の生活スタイルは在宅も視野に入れた支
援を開始しました。入浴ヘルパーや訪問リハビリなど、必要な制度サービスはきちんと使いつつ、「役割のある暮らし」を１つの
目標としました。たとえば、地域食堂に付随した八百屋の店番や、駄菓子屋の運営など、Bさんができることをしながら他者との
かかわりをつくっていきました。
　当初は、将来を考えても「あがらいんのあとは施設しかないのかな」と漏らしていましたが、「自分が生まれ育った浜を見に連れ
て行ってほしい」と言われ、お連れしたところ、「いまの体の状態でできるかどうかはわからないけれど、またこんな暮らしをした
い」とつぶやかれました。
　Bさんは、「復興住宅で暮らしたい」という選択をされ、申し込みをし、当選をしました。復興住宅が完成するまで「あがらいん」
を利用しながら、転居後にもスムーズにサービスを利用できるように、デイサービスなどを利用し、関係づくりを始めました。
　復興住宅に入居されたあとも、月１～２回程度ふらっと顔を出されてカラオケサロンに参加されたり食堂の食事をとられたり、
つながりが継続しています。

　71歳の男性Cさんは、仮設住宅でひとり暮らしをしています。仮設住宅の健康調査によると、日中から飲酒をしているなど、
支援者のなかでも少し気になる存在でした。
　Cさんとの出会いは、総菜の移動販売をするキッチンカーでした。キッチンカーの常連となり、地域食堂にも来てくれるように
なりました。その後、「あがらいん」がCさんにとっての日中の居場所になっていきました。
　支援者だけでなく、仮設住民、地域住民ともつながりができ、車を手に入れて、「買いものにつき
あってあげるよ」と送迎をしてくれたり、「あがらいん」の予定表を配付してくれるなどのお手伝いをし
ていただいています。
　復興住宅に転居してからも、月に20日ほど通ってくれています。健康状態などから、少し気になる
人ではあるのですが、違う切り口で見ると、いろいろな力を持っている人でもあります。Cさんのような
方を、新しい地域や暮らしの場に紡いでいくことも必要な役割だと考えています。

か
ら
、
も
う
一
度
地
域
に
帰
っ
て
い
く
お
手

伝
い
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

（
こ
の
報
告
は
、
2
0
1
8
年
２
月
25
日
、
石
巻
専
修
大

学
で
開
催
し
た
「
石
巻
・
開
成
の
よ
り
処
あ
が
ら
い
ん 

活

動
報
告
会
」
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
本
文
中
の

デ
ー
タ
や
表
記
は
2
0
1
8
年
１
月
31
日
時
点
の
も
の
と

な
り
ま
す
）

地域の声に合わせた場所、空間の活用

地域の声に合わせた場所、空間の活用
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緊急一時生活支援から地域生活に戻る支援へ

本人の暮らしたい暮らしに戻る

地域に関わる事業で気になる人の暮らしを考える

　
「
あ
が
ら
い
ん
」
は
、
制
度
外
福
祉
住
宅

と
し
て
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。
被
災
3
県

に
供
給
さ
れ
た
福
祉
仮
設
住
宅
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
型
仮
設
）
の
う
ち
、
「
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
は
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
障
害
者
ケ
ア
ホ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
は
障
害
者
自
立
支

援
法
（
障
害
者
総
合
支
援
法
）
に
基
づ
い
て

運
営
を
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ら

か
ら
除
い
た
も
の
を
制
度
外
福
祉
住
宅
と
し

て
い
ま
す
。
「
制
度
の
対
象
者
で
は
な
い
、

援
護
や
支
援
が
必
要
な
被
災
者
を
対
象
に
、

住
居
と
生
活
の
支
援
を
行
う
も
の
」
と
定
義

を
し
て
い
ま
す
。

　
石
巻
市
と
の
業
務
委
託
契
約
書
で
は
、
福

祉
仮
設
住
宅
あ
が
ら
い
ん
の
業
務
を
「
通
常

の
仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
困
難
で
現
行
法
で

の
サ
ー
ビ
ス
対
応
が
で
き
な
い
被
災
者
の
た

め
、
ま
た
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
要
援
護
者
向
け
の
福
祉
仮
設
住

宅
を
管
理
運
営
す
る
」
「
付
随
的
事
業
：
配

食
・
サ
ロ
ン
事
業
の
展
開
」
「
備
考
：
本
件

運
営
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
営
内
容
等
に
つ
い

て
、
本
市
と
適
宜
、
協
議
調
整
を
図
る
こ
と

と
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

「
あ
が
ら
い
ん
」
の
事
業
は
、
「
緊
急
一
時

生
活
支
援
」
と
「
地
域
に
関
わ
る
事
業
」
と

い
う
２
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
（
図
表
２
）

　
緊
急
一
時
生
活
支
援
は
、
一
時
宿
泊
を
伴

う
支
援
の
ほ
か
、
通
い
の
利
用
、
居
場
所
と

し
て
の
機
能
、
見
守
り
支
援
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市

立
病
院
な
ど
の
各
支
援
機
関
、
本
人
や
家
族

か
ら
、
「
あ
が
ら
い
ん
」
ま
た
は
市
役
所
の

福
祉
総
務
課
に
宿
泊
の
利
用
相
談
が
入
り
ま

す
。
石
巻
市
福
祉
総
務
課
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
、
現
行
制
度
で
対
応
が
で
き
る
相

談
は
対
応
し
て
も
ら
い
、
宿
泊
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
と
き
は
「
あ
が
ら
い
ん
」
の
利
用

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
宿
泊
利
用
に
係
る
相
談
件
数
は
99
件
あ

り
、
う
ち
60
件
が
宿
泊
を
伴
う
支
援
と
な

り
、
39
件
は
現
行
の
制
度
サ
ー
ビ
ス
等
で
対

応
し
ま
し
た
。
特
徴
的
な
の

は
、
D
V
シ
ェ
ル
タ
ー
は
相

談
件
数
11
件
の
う
ち
９
割
に

あ
た
る
10
件
が
、
宿
泊
を
伴

う
支
援
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
つ
の
分
類
に
属
さ

な
い
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
等
、
制
度

サ
ー
ビ
ス
で
の
対
応
し
、
宿

泊
を
伴
う
支
援
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
（
図
表
３
）

　
相
談
内
容
は
、
罹
災
や
高

齢
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

ほ
か
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
課
題

を
持
っ
た
人
の
宿
泊
を
伴
う

支
援
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
40
歳
未
満

の
若
年
層
は
、
現
行
法
で
の

対
応
が
ほ
と
ん
ど
で
、
宿
泊

を
伴
う
支
援
に
は
あ
ま
り
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
宿
泊
を
伴
う
支
援
を
受
け
た
人
の
う
ち
の

約
７
割
の
方
が
、
元
の
住
ま
い
、
新
た
な
住

ま
い
を
含
め
、
在
宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
（
図
表
４
）

　
地
域
に
関
わ
る
事
業
は
、
「
『
食
』
を
切

り
口
に
し
た
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
「
地

域
の
声
に
合
わ
せ
た
場
所
、
空
間
の
活
用
」

「
住
民
×
住
民
、
住
民
×
支
援
者
の
出
会

　
「
あ
が
ら
い
ん
」
の
利
用
者
に
は
、
こ
こ

で
暮
ら
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
人

の
暮
ら
し
の
願
い
を
叶
え
る
こ
と
に
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。
一
時
宿
泊
を
伴
う
利
用
と

は
、
長
期
利
用
に
移
行
す
る
た
め
の
も
の
で

は
な
く
、
安
心
し
て
地
域
で
も
う
一
度
暮
ら

す
た
め
に
必
要
な
支
援
と
考
え
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
「
あ
が
ら
い
ん
」
を
退
去
し
た
ら

そ
こ
で
関
係
が
切
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
地

域
に
関
わ
る
事
業
」
に
来
て
も
ら
う
こ
と

で
、
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
制
度
に
乗
せ
る
の
で
は
な

く
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
継
続
し
て
い
く
た

め
の
支
援
を
心
が
け
、
「
あ
が
ら
い
ん
」
の
職

員
だ
け
で
で
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
出

入
り
を
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
地
域
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と

　75歳の女性Aさんとのかかわりは、DVシェルターとしての活用が始まりでした。DV被害によ
る一時避難、生活力の回復、家族へのレスパイトを目的に、215日の利用がありました。最初の
宿泊利用を開始したときは、抑うつ状態で非常に心身膠着をしていました。これからまた新たに
自分で暮らすために家事などの生活力を取り戻すことを目標に、生活リズムや体調を整えなが
ら、食事づくり、掃除、洗濯など、「あがらいん」の中の業務をお手伝いいただきました。また、A
さんの場合は、ほかの利用者や食堂などに来る住民との交流も大きな効果がありました。
　仮設住宅での暮らしをスタートされましたが、「あがらいん」に通いながら、またはボランティアをしながら地域の中で生活をし
ておられました。
　しかし、その後しばらくしてから病気が発覚し、精神的に落ち込む日が多く、健康不安もありました。入院前後の精神的な不安
定を支えるために一時生活支援を利用、結果として計４回、237日利用されました。
　現在はまた自宅に戻り、仮設住宅での暮らしを継続されています。「あがらいん」にボランティアに通ってきてくれたり、姿が見
られないことが続くときはスタッフが電話をして体調などを聞いたりしながら、復興住宅への入居のための準備をされています。

　62歳の男性Bさんは、片下肢切断により車イス利用をしています。利用開始時よりアルコー
ルについての課題があり、1,054日の利用となっています。
　仮設住宅は車イス対応ではないため、退院後、次の生活場所を考え、確保し、転居するまで
の一時的な居場所として利用を開始されました。

　宿泊利用の開始当初は、下肢切断という現実と向き合っていただきつつ、その後の生活スタイルは在宅も視野に入れた支
援を開始しました。入浴ヘルパーや訪問リハビリなど、必要な制度サービスはきちんと使いつつ、「役割のある暮らし」を１つの
目標としました。たとえば、地域食堂に付随した八百屋の店番や、駄菓子屋の運営など、Bさんができることをしながら他者との
かかわりをつくっていきました。
　当初は、将来を考えても「あがらいんのあとは施設しかないのかな」と漏らしていましたが、「自分が生まれ育った浜を見に連れ
て行ってほしい」と言われ、お連れしたところ、「いまの体の状態でできるかどうかはわからないけれど、またこんな暮らしをした
い」とつぶやかれました。
　Bさんは、「復興住宅で暮らしたい」という選択をされ、申し込みをし、当選をしました。復興住宅が完成するまで「あがらいん」
を利用しながら、転居後にもスムーズにサービスを利用できるように、デイサービスなどを利用し、関係づくりを始めました。
　復興住宅に入居されたあとも、月１～２回程度ふらっと顔を出されてカラオケサロンに参加されたり食堂の食事をとられたり、
つながりが継続しています。

　71歳の男性Cさんは、仮設住宅でひとり暮らしをしています。仮設住宅の健康調査によると、日中から飲酒をしているなど、
支援者のなかでも少し気になる存在でした。
　Cさんとの出会いは、総菜の移動販売をするキッチンカーでした。キッチンカーの常連となり、地域食堂にも来てくれるように
なりました。その後、「あがらいん」がCさんにとっての日中の居場所になっていきました。
　支援者だけでなく、仮設住民、地域住民ともつながりができ、車を手に入れて、「買いものにつき
あってあげるよ」と送迎をしてくれたり、「あがらいん」の予定表を配付してくれるなどのお手伝いをし
ていただいています。
　復興住宅に転居してからも、月に20日ほど通ってくれています。健康状態などから、少し気になる
人ではあるのですが、違う切り口で見ると、いろいろな力を持っている人でもあります。Cさんのような
方を、新しい地域や暮らしの場に紡いでいくことも必要な役割だと考えています。

か
ら
、
も
う
一
度
地
域
に
帰
っ
て
い
く
お
手

伝
い
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

（
こ
の
報
告
は
、
2
0
1
8
年
２
月
25
日
、
石
巻
専
修
大

学
で
開
催
し
た
「
石
巻
・
開
成
の
よ
り
処
あ
が
ら
い
ん 

活

動
報
告
会
」
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
本
文
中
の

デ
ー
タ
や
表
記
は
2
0
1
8
年
１
月
31
日
時
点
の
も
の
と

な
り
ま
す
）
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